
三角形と線分の比(1)
平行な2本の直線から線分比
三角形ABCについて、
点D, Eを辺AB, AC上またはその延長線上の点とするとき、次が成り立つ

<導出>

※同位角(錯角)と差(和)は上の図に応じて適したものを用いる

※ ※

平行から線分比

相似な図形 [三角形と線分の比 (1)]

＜確認問題＞
次の図について、
DE//BCであるとき、
xの値を求めよ。
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AD:AB=DE:BC より
7 : x = 6 : 12
よって x = 14
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9 : 3 = 12 : x
よって x = 4
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AD:AB=DE:BC より
4 : (x− 4) = 2 : 6
よって x = 16
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